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  資料１  

令和 4(2022)年度の取組状況について（協議会事業） 

総事業費：12,660千円（3月末時点）（令和３年度繰越も含む） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

令和４年度事業費：9,570千円 

 文化庁補助事業（65%補助）【決算額：1,998千円】（うち文化庁補助金：1,299千円） 

○ガイド付きミニツアー整備事業（新規）【事業費：1,997千円】 

・駅を起点としたガイド付きバスツアーの造成 

・ツアーガイドを対象とした講習会 

観光庁補助事業（100%補助）【決算額：7,053 千円】（うち観光庁補助金：6,000千円） 

○ 炭鉄港めし活用事業（新規）【事業費：7,053千円】 

・炭鉄港めしイベントの開催 

・炭鉄港めしレシピコンテストの開催 

・炭鉄港飯スタンプラリー 

・炭鉄港めしグルメガイドブックの制作 

協議会事業【決算額：393千円】 

○炭鉄港カードキャンペーン事業（継続）【事業費：108千円 ※協議会単費】 

・第 2弾炭鉄港カード配布に伴うキャンペーン実施 

○他の世界遺産・日本遺産との連携（新規）【事業費：285千円 ※協議会単費】 

・日本遺産フェスティバルへの参加、日本遺産相互連携の日当 

令和３年度繰越事業費：3,090千円 

 

文化庁補助事業（100%補助）【決算額：3,090 千円】（うち文化庁補助金：3,090千円） 

○ツアー・コンテンツ造成事業【事業費：1,995千円】 

・鹿児島からの有識者モニターツアー 

○日本遺産相互連携事業【事業費：1,095千円】 

・兵庫県朝来市（日本遺産「播但貫く、銀の馬車道 鉱石の道」）での炭鉄港 PR 
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事業名 ガイド付きミニツアー整備事業 

事業費 1,997,770円（65%文化庁補助 1,298,550円、自己負担 699,220円） 
 

【目  的】 

駅を起点としたバスツアーを実施し、二次交通による周遊ルートを構築するともに、地域を包括的にガ

イドできる人材の育成を図る 

 

【事業内容】 

JR 北海道との連携により、観光列車等と連携したガイド付きバスツアーの造成及び、現地ガイドを対

象とした講習会を実施する 

・幌内線 140年を記念し、ＪＲ北海道と連携したバスツアーの実施 

① 観光列車乗客に対する炭鉄港の PR 

② 訪問地の満足度など、参加者へのアンケート等実施 

③ 駅を起点とした周遊コースの作成、HPで公開 

・上記現地ガイドを対象とした実地講習及び地域間ガイド交流（空知管内を予定）実施 

【実施結果】 

１ ミニツアー造成 

①岩見沢駅発着 炭鉄港街歩きガイド 

 日時：R4.9.18(日)13:00～15:30 

 料金：1,000円 

 参加者：11名 

②道の駅安平で炭鉄港を満喫！ 鉄分補給ガイドツアー 

 日時：R4.9.24(土)12:00～12:50 

 料金：500円 

  参加者：20名 

③「道外禁止！？」×炭鉄港 「炭鉄港街歩きガイド」in室蘭 

 日時：R4.9.24(土)13:30～15:00 

 料金：1,000円 

  参加者：13名 

④幌内線跡を歩く 「炭鉄港街歩きガイド」in三笠 

 日時：R4.10.1(土)10:30～13:30 

 料金：1,000円 

  参加者：13名 

⑤岩見沢駅発着バスツアー 「炭鉄港街歩きガイド」運炭編 

 日時：R4.10.23(日)10:00～17:30 

 料金：5,000円 

  参加者：8名 

⑥幌内鉄道の起点・旧手宮線とまちなみを巡る 「炭鉄港街歩きガイド」in小樽 

 日時：R4.11.5(土)10:00～12:30 

 料金：1,000円 

  参加者：15名 
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２ ガイド養成 

①ガイド養成講座オンライン 

 配信期間：R4.9.10（土）～R4.11.10（木） 

 配信内容：１.室蘭本線開業 130周年記念・「道外禁止」について 

      ２.相手を楽しませるガイディング 

      ３.幌内鉄道と、リアル講習会へのいざない 

②炭鉄港関連施設での講習会 

 日  時：R4.9.17（土）10:00～15:40 

 料  金：2,000円 

 内  容：１.ガイド講座（夕張博物館館内見学） 

      ２.ガイド実践 

    ３.意見交換会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 炭鉄港めし活用事業 

事業費 7,052,327円（観光庁補助 6,000,000円、自己負担 1,052,327円） 
 

【目  的】 

 炭鉄港地域の特色ある食文化である「炭鉄港めし」を活用し、新たな食文化コンテンツを造成し、関連

イベントを開催することにより周遊を促進する。 

 

【事業内容】 

（１）炭鉄港めしイベントの開催 

（２）炭鉄港めしレシピコンテストの開催 

（３）炭鉄港飯スタンプラリー 

（４）炭鉄港めしグルメガイドブックの制作 

 

【実施結果】 

（１）室蘭スワンフェスタ 炭鉄港めしフェスタ 

【期間】2022年 9月 3日(土)～ 9月 4日(日) 

【場所】室蘭市 室蘭中央埠頭 

【参加店舗】 

・小樽あんかけ焼そば親衛隊（あんかけ焼きそば） 

・道の駅スタープラザ芦別レストラン「ラ・フルール」（ガタタン） 

・吉野家（夕張カレーそば） 

・滝本商店（がんがん鍋） 

・福よし（美唄焼き鳥） 

・室蘭やきとり 一平 （室蘭やきとり） 

・伊勢広（室蘭やきとり） 

・今昔（室蘭やきとり） 
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（２）炭鉄港めしレシピコンテスト 

【実施スケジュール】 

・レシピアイディア募集：2022年 8月 19日(金)～ 9月 14日(水)   

    応募件数：37件（25名） 

   ・レシピ選考 第１次 書類審査：2022年 11月 3日(木) 

    審査員：岩見沢市ホテルサンプラザ 後藤料理長 

選考数：10件 

   ・レシピ選考 第２次 実食審査：2022年 12月 8日(木) 

    審査員：空知総合振興局 副局長 宮森 隆之 

        夕張市 地域振興課 主幹 辻 大士郎 

        室蘭市 経済部 観光課 課長 大久保 嘉人 

        岩見沢市 企画財政部 企画室 主幹 北辻 覚 

        小樽市 産業港湾部 観光振興室 主査 尾本 章浩 

        NPO炭鉱の記憶推進事業団 事務局長 北口 博美 

赤平市 企画課 企画調整係 主事 名苗 萌 

芦別市 総務部 企画政策課 まちづくり推進係 主任 安部 大輔 

選考数：６件 

   ・どちらがお好み？がっタン vsブラックダイヤー春巻き 

   ・スタミナガンガン丼 

   ・大人の石炭カヌレ 

   ・炭カラ 

   ・寿司 炭鉄港 

   ・石炭ぱんじゅう 

販売開始：2022年 12月 9日(金)～  

 
 

（３）炭鉄港めしスタンプラリー 

【期間】2022年 8月 29日(月)～ 11月 30日(水) 

【参加者】1,254名 

【応募者】１２０名 

【参加協力店舗】５６店舗（51事業者） 
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（４）炭鉄港めしグルメガイドブックの制作 

【仕様】マットコート 110kg 

【サイズ】A５（H210×W148mm）中綴じ 

【ページ数】24ページ 

【発行部数】3,000部 

【掲載店舗】７６店舗（６６事業者） 
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事業名 その他の経費 

事業費 724,490円 
 

【目  的】 

 日本遺産に認定されている各地域の団体が一堂に会し、全国の日本遺産の魅力を一体となって発信す

るとともに、認定地域相互の交流を図り、日本遺産の一層の発展を目指す。 

 

【事業内容】 

１ 日本遺産フェスティバルへのブース出展 

２ エクスカーション参加 

３ 懇親会参加 

 

【実施結果】 

日本遺産フェスティバルへのブース出展 

１ 実施概要 

ブース実施日：令和 4(2022)年 10月 29日（土）、30日（日）10：00～16：00 

会場：海峡メッセ下関（山口県下関市豊前田町 3丁目 3‐1） 

２ 参加者 

会長・副会長所在市町、事務局から 6名が参加 

・ 小樽市産業港湾部観光振興室 津田主幹 

・ 室蘭市経済部観光課 大久保課長 

・ 岩見沢市企画財政部企画室 北辻主幹 

・ 北海道空知総合振興局地域創生部地域政策課 井神課長 

・ 北海道空知総合振興局地域創生部地域政策課 毛利主事 

３ 出展内容 

・ パネル展示及びパンフレット等配布物 

・ 体験ワークショップ（石炭重さ当て） 

・ ノベルティ配布（炭鉄港缶バッジ、室蘭ピンバッジほか） 

・ 物販（小樽クリアファイルほか） 

４ 出展の状況 

・ 日本遺産認定団体 104団体のうち、89団体が出展。 

・ 来場者は延べ 38,000人。 

・ 前年度好評だった石炭の重さ当てゲームと、正解者が回せるガチャガチャを設置した。 

・ 前年度同様にガチャガチャや石炭に興味を持つ来場者が多かった。 

・ 炭鉄港のロゴを載せた袋にパンフレットを入れて配るのが効果的だった。 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 

 

事業名 炭鉄港カードキャンペーン事業 

事業費 107,151円（全額協議会負担） 
 

【目  的】 

 令和 4(2022)年 5月以降に配布開始する第 2弾炭鉄港カードについて、期間限定キャンペーン等を実施

することにより周遊促進効果を高める。 

 

【事業内容】 

カードをコンプリートした参加者を対象とした炭鉄港カードキャンペーンの開催 

 

【実施結果】 

配布種類：全３０種 

配布期間：2022年 5月 10日(火)～ 2023年 3月 31日(金) 

応募者数：786名 

配布枚数：集計中 

 

 
 

 


